
， 

力
ノ
l

力
ハ

一
九
六

カ
ノ
ツ
ネ
カ
hm

u
o
 

狩
野
恒
方

の
刊
方
で
あ
る
が
、
此
の
地
に
川
御
苧
と
挺
す
る
も

一
諮
士
の
銭
飽
射
的
場
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に

カ
ハ
ギ
生
ヤ
ソ
ヱ
モ
ン
河
北
海
三
右
衛

門

府

の
L
あ
っ
た
郁
は
雌
日
で
な
い
。

一
訟
に
、
苛
本
多

一
は

足

瞭

の

稽

古

裂

と

な

っ

た

。

中

衆

の

一
人
で
あ
る
。
天
正
四
年
削
川
利
家
に
仕

へ
、

氏
の
下
Mm
蜘
な
る
岩
間
庄
の
川
内
に
卒
が
あ
っ
て
、

一

カ
ハ
カ
ミ
シ
パ
ヰ
川
上
芝
居

」
カ
プ
キ

歌

行

二

十
石
そ
4
1
け、

御
府
組
組
に
班
L
、
寛
永
十
一

後
に
討
し
る
士
で
健
一ね
が
縫
っ
て
ゐ
た
。
此
の
竹
中
の
在

一

m伎
。

年

授

。

一

一

成

初

め

州
泊
十
布
、
後一一
十
行
を
加
へ
ら

っ
た
の
が
思
楽
昨
仙
の
近
訟
で
あ
る
か
ら
、
川
御
苧
と

一

カ
ハ
カ
ミ
シ
パ
ヰ
イ
ツ
ケ
ン
川
上
芝
居

一
件

れ
た
と
。
天
川
巾
子
孫
山
十
郎
の
時
円t
川
L
て
円
卓
断

呼
ん
で
ゐ
た
の
で
も
な
か
ら
う
か
と
い
ふ。

一
一
加
。
文
政
元
年
金
仰
に
術
劇
の
興
行
が
許
可
せ
ら

-
組

L
た。

カ
ハ
ガ
タ
ニ
河
ヶ
谷
川
一
吋
珠
洲
市
本
郎
郷
に

一
れ
て
か
ら
、
安
保
九
年
に
そ
れ
を
禁
止
す
る
に
崇
る

一

カ
ハ
タ
ポ
ガ
ハ
川
窪
川

胤
日
川
芥
川
制
の
大

凶
ず
る
部
供
。

一
ま
で
の
、
セ
裂
な
る
公
文
書
の
蒐
集
で
あ
る
o
組
清

一
作
内
か
ら
流
出
し
、
刊
脳
必
制
で
削
川
に
終
合
ふ
。

カ
ハ
カ
ツ
サ
ン
エ
モ
ン
川
勝
=一右
衛

門

次

布

一
不
明
。

一
流
限
四
打
除
。

術
門
的
刻
。
刷
川
利
川
に
仕

へ
て
五
山
討
を
加
し
、

一

カ
ハ
カ
ミ
シ
ン
マ
チ
川
上
新
町

品
川
州
仰
の
附
約
三

カ
ハ
ゴ
イ
ハ
皮
寵
銀
山
山
仰
附
問
と
大
枚
目

御
小
仲
村
掛
川

pmめ
、
w品
文
七
年
制
限
し
た
。
間
代
町

一
今
は
一

-
J
H・
二
1
円
・三一
J
H
と
呼
ぶ
。
此
の
川
は

一
と
の
聞
に
在
る
今
仰
げ
山
仰
と
い
」
も
の
℃
、
円
山
町川

-

一

y
v

カ
ノ
ヨ
リ
ヒ
ロ

狩
野
頼
庇
江
川
川
町
生
耐
の
之
助
に
柄
。
、
川
政
・1
-
年
乱
心
向
殺
し
て
融
を
M
m
一
首
へ
川
除
地
で
、
地
防
の
形
が
伐
っ
て
ゐ
た
。
し
か

一
に
前
向
川
市
と
い
ふ
も
の
も
之
に
M
じ
い
。
蹴
前
名
町

耐
引
で
、
際
問
郎
氏
で
あ
る
o
元
弘
一
句
作
ニ
バ
後
附
制
は
れ
、
山
之
助
の
子
は

m一
生
し
て
延
山
町
川
正
院
に
入

一
し
今
の
川
総
に
あ
る
出
防
は
後
に
摂
き
附
し
た
新
川

一
考
に
、円
上
そ
望
め
ば
、
民
館
。
何
と
て
、
拙
引
の
余

ドへ
い
J

が
隠
岐
そ
川
一
し
さ
せ
ら
れ
、
六
月
内
山
に
巡
幸

っ
た
u

一
除
で
あ
る
。

一
様
と
い
ひ
仰
ふ
る
加
な
り
0
』と
紀
す
も
の
は
、
民間出

し
鈴
う
た
昨
.
部
川
間
勤
正
の
士
之
サ
古
川
い
て
馳
せ
応

力
ハ
カ
ツ
ジ
エ
モ
ン
川
勝
次
右
衛
門

限
H
H
十

一

カ
ハ
カ

z
z
yグ
ラ
川
上
味
噌
一
際
金
抑
際
棚

一
泌
と
い
」
ベ
き
そ
制
つ
た
め

C
あ
ら
う
。
民
間
同
は
亦

っ
た
巾
に
、
加
引
い
同
一
制
川
J
h
山
町
四
総
地
洲
品
川
悦
生
訓
九
作
大
坂
役
に
川
附
し
、
背
反
日
で
鍛
胞
に
巾
り
、

一
白
山
の
山
自
社
地
の
尻
地
で
あ
る
o
弘
化
年
中
に
川
市

一
で
限
っ
た
阿
の
お
で
あ
ろ
。

副
即

1
J恥
付
川
町
法
治
郎
州
制
限
が
問
月
ニ
イ
H
行
一
以
し
、

H

十
一
一
月
凶
日
時
必
し
た
u

次
お
街
川
な
或
は
治
左
衛

↑
町
城
戸
伝
六
兵
衛
が
M
仲
川
河
原
の
然
地
中
-
乞
ひ
制
け

一

カ
ハ
ザ
カ
hy
チ

川

坂
谷
内

味
洲
川
鈴
内
の
内

h
M御
潜
行
叫
聞
に

M
川
た
こ
と
が
り

wu荒
川
に
見
立

門
に
作
っ
た
の
も
あ
ろ
o

一
て
れ
一
日
在
来

L
、
法
主
貯
へ
た
加
で
、
此
の
叫
?
の
小
字
。

5
0
引
刊
し
白
川
口
引
で
あ
っ
た
足
利
符
氏
の
勢
に
加

カ
ハ
カ
ツ
ハ
ン
ザ
エ
モ
ン
川
勝
牢
左
衛
門
初

一
日
明
は
自
家
岱
殺
の
お
の
み
で
な
く
、
非
九
日
山
の
際
滞
士
山

-

カ
ハ
サ
キ
河
崎
江
川
山
榔
問
イ
九
院
符
に
い
叫
し

っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

朽

木

工
o
w
M
永
九
年
前
川
利
市
に
牝
へ
、
小

々
腕
と

一
に
献
じ
て
初
回
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
米

一
て
、
トぃ河
附

・
下
制
的
の
二
郎
訴
が
あ
る
。
加
純
悦

カ
バ
ア
7
ギ

加

波

扇

j
カ
パ
リ
〆
プ
モ
ゾ
な
っ
て
光
山
に
烈
せ
し
め
ら
れ
、
見
文
七
年
父
三
右

一
鮫
の
浦
賀
に
来
る
に
及
び
、
安
政
元
年
並
月
六
兵
衛

一
一
作
記
天
文

H
一
年
明
代
宗
術
加
引
に
山
お
の
絡
に
、

加

桜

山

'

右

衛

門

。

術

川

の

治

知

の

中

二

山

T
n
d
f
加
へ
、
同
九
年
に
夜
し

一
は
金
子
川
附
を
献
納
す
る
と
川
ハ
に
世
相
の
お
山
桜
の

↑『
玄
都
凶
日
以
辿
械
戸
や
附
て
前
懸
・
川
附
・山
代
主
C

カ
ハ
ウ
ラ
川
浦

珠
洲
山
町
院
郷
に
悩
ず
み
沼
た
o

一
昨
昨
日
仰
を
悉
〈
使
用
に
供
せ
ん
こ
と
を
剛
仰
で
、
液中士

一
出
討
に
し
付
不
必
と
比
え
る
。

部
ω
能
校
名
跡
芯
に
、叶
川
加
村
は
制
叫
刷
川
村
へ
引
〈
出
自
力
ハ
カ
ツ
ヒ
ロ
ア
キ
川
勝
成
秋
迎
桝
廿
曲
作

・
一
よ
り
筑
許
せ
ら
れ
た
o
J
キ
ド
ヤ

ロ
ク
ベ

エ

城

戸

一

カ
ハ
サ
キ
河
崎

出
品
川
町
川
似
に
臼
附
す
る
沼

注
に
謀
。
。
こ
の
加
の
州
出
附
と
い
ふ
加
に
火
打
行
内
訳
太
犬
。

wu
永
二
年
(
久
弘
右
衛
門
の
治
知
山
五
十
泊

二
信
ハ
兵
術
。

一
m
o
u
u引
は
町
川
川
の
椛
末
に
あ
ろ
J
hリ
来
る
。
能

U

刊
行
あ
り
o
い
か
叫

へ
り
て
も
、
品
川
り
3
2
0
一」と

を
犯
い
℃
凱
外
に
列
し
、
山
川
護
行
・
御
近
同
日
脅
か
よ

カ
ハ
ギ
宇
ン
ロ
ハ
テ
河
北
次
郎
八

定
諮
問
阿
川
尚

一
校
名
跡
志
に
、安
政
七
十
粁
計
也
υ

此
村
に
川
町
制
刑

な
し
。

色
は

m
く
品川
色
也
。
取
取
の
阿
川
出
υ
仰向川
-h

制刷
、
手
作
一
ご
年
剛
山
川
御
前
附
御
川
人
と
な
っ
て
引
十

一
廻
組
に
邸
し
、総

U
七
十
石
。
山
目
立
千
元
年
七
用
十
七
日

一
郎
界
と
い
」
川
純
あ
り
。
巾
に
川
あ
o
o
u
H
十
二
川

に
な
白
、取
る
-
」
と
な
ら
ず
o
u人
口
ー
と
い
ふ
所
に
、
十

nv-加
へ
‘
字削咋
十
二
年
八
月
四
十
七
"闘
を
以
て
政

一
次
郎
入
の
M
A
F
寸
郎
兵
衛
の
家
に
於
い
て
牢
人
阪
本
鰐

一
の
紛
あ
り
。
』
と
記
す
ろ
。

鍵
山
の
艇
に
制
あ
り
て
出
世
知
れ

ro
内
州
内
松
一
山
村

民
し
た
が
、
十
五
年
に
ポ
り
先
に
御
版
式
に
於
け
る
知

一
七
と
男
色
の
能
に
よ
り
附
時
し
て
之
を
殺
し
、
己
は

一

カ
ハ
サ
キ

y
ウ

ガ

テ

河
時
宗
号
制
約
附州大

m

H
の
ロ
の
加
と
い
ふ
へ
一
辺
じ
た
る
と
い
へ
h
v
oh
と
担
方
が
山

L
Zな
か
っ
た
の
で
、
跡
式
そ

aお
せ
ざ
る

一
右
手
前
を
切
訴
さ
れ
、
金
践
の
紡
岡
市
川
間
七
の
不
同

』
ツ

不
カ
タ

恒

カ
ノ
ハ
h
y
Z

ン

狩
野
伯
回
江
戸
内
向
人
。
友

彼
の
長
子
。
祢
は
mM
信
又
は
友
信
、
仙
川
父
は
日
一
仙

が
と
鋭
し
た
。
元
政
十
三
年
附
川
州制紀
州
M
M
に
郎
地

中
一興
へ

、
正
政
=
年
治
人
扶
持
有
給
し
た
が
‘
川ιp
保

十

一
年
八
月
八
十
以
以
を
以
て
制
限
し
た
。

カ
ノ
ユ
ウ
エ
キ
狩
野
友
釜
訂
戸
の
山
人
。
誌

は
民
信
.
泌
総
久
米
之
助
、
前
川
制
紀
の
川
そ
の
政

や
公
け
た
ω
友
待
の
H
N
子
は
仙
川
、
次
子
は
削
凶
胤
円
で

あ
る
。

， -


